
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 新潟工科専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

建築士学科 
夜 ・

通信 
１，６４０ １６０  

建築デザイン科 
夜 ・

通信 
１，６７２ １６０  

インテリアデザイン科 
夜 ・

通信 
１，６４８ １６０  

建築大工科 
夜 ・

通信 
１，６５６ １６０  

建築設備システム科 
夜 ・

通信 
１，４０８ １６０  

環境測量科 
夜 ・

通信 
１，７２８ １６０  

電気電子工学科 
夜 ・

通信 
１，５１４ １６０  

ものづくりデザイン科 
夜 ・

通信 
７０４ １６０  

建築士専攻科 
夜 ・

通信 
８６４ ８０  

（備考） 

 

  



  

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/exp_subject.pdf?1907 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.nit-web.net/common3/pdf/exp_subject.pdf?1907


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 新潟工科専門学校 
設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.nit-web.net/common3/pdf/riji.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 団体職員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

政策的観点 

非常勤 会社役員 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

非常勤 大学教授 

2019 年 6 月

1 日～2023

年 5月 31日 

教育統括的観点 

（備考） 

 

  

https://www.nit-web.net/common3/pdf/riji.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 新潟工科専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 https://www.nit-web.net/publicinfo_syllabus.html 

https://www.nit-web.net/publicinfo_syllabus.html


  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確認

する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進級

及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を行

う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外に

レポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の要素

とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とはな

らない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

１．学生毎に履修科目の成績評価を点数化し、全科目の合計点の平均を算出する。（100

点満点で点数化） 

２．指標の数値データ分布範囲（レンジ）を 5 点とする。 

３．各レンジに該当する人数を分布表として表記する。 

４．上記の分布表をヒストグラムで表す。 

５．上記成績分布表より下位１／４に該当する人数及び該当する指標の数値を割り出

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.nit-web.net/common3/pdf/evaluate_c

alculation.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/evaluate_calculation.pdf
https://www.nit-web.net/common3/pdf/evaluate_calculation.pdf


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業認定の方針として以下の教育目標（３つのポリシー）を設定する。 

【アドミッションポリシー】本校の求める人材像目標 

【ディプロマポリシー】本校の卒業認定としての能力目標 

【カリキュラムポリシー】本校のディプロマポリシー実現に向けた教育課程編成方針 

 

学修成果の評価項目 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満点中 60点

以上）であること。 

上記により、卒業時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業延期とし、当該科目

を取得した時期に卒業を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授与

する。 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

教育目標（３つのポリシー） 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/education_3

policy.pdf 

学修成果の評価項目 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/result_eval

uation.pdf 

 

 

  

https://www.nit-web.net/common3/pdf/education_3policy.pdf
https://www.nit-web.net/common3/pdf/education_3policy.pdf
https://www.nit-web.net/common3/pdf/result_evaluation.pdf
https://www.nit-web.net/common3/pdf/result_evaluation.pdf


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 

学校名 新潟工科専門学校 

設置者名 学校法人 国際総合学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729 

収支計算書又は損益計算書 https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729 

財産目録 https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729 

事業報告書 https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729 

監事による監査報告（書） https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築士学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 
１，７２０ 

単位時間／単位 

７３６

時間 

２８８

時間 

６７２

時間 

２４ 

時間 

０ 

時間 

１，７２０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 ７１人 ２人 ２人 １１人 １３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

 

https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729
https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729
https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729
https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729
https://www.nit-web.net/pdf/H31zaimu.pdf?20190729


  

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

 



  

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １８人 

（100％） 

１２人 

（  66.7％） 

５人 

（  27.8％） 

１人 

（  5.5％） 

（主な就職、業界等） 

総合建設業（建築施工管理） 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2級建築施工管理技術検定学科試験合格  ５名 

Revit Architecture ユーザー試験    ８名 

建築ＣＡＤ検定 2級           ４名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ５０人 ４人  ８．０％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下（２名）、精神的な問題（２名） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築デザイン科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７２０ 

単位時間／単位 

５９２

時間 

３０４

時間 

８００

時間 

２４時

間 

０ 

時間 

１，７２０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 ３５人 １人 ２人 １１人 １３人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外



  

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19 人 

（100％） 

6人 

（  31.6％） 

12人 

（  63.1％） 

1人 

（  5.3％） 

（主な就職、業界等） 

建設業（ハウスメーカー：施工管理、設計、営業） 

 

 



  

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2 級建築施工管理技術検定学科試験合格  ８名 

Revit Architecture ユーザー試験   １１名 

建築ＣＡＤ検定 2 級           ９名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３３人 １人  ３．０％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 インテリアデザイン科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７４４ 

単位時間／単位 

７５２

時間 

２４０

時間 

７５２

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

１，７４４単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４０人 ３３人 １人 １人 ８人 ９人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 7人 

（100％） 

1人 

（  14.3％） 

5人 

（  71.4％） 

1人 

（  14.3％） 

（主な就職、業界等） 

内装工事業、家具製作（デザイン、製造） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

インテリアコーディネーター合格 3名 

カラーコーディネーター3級合格 ７名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １９人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

該当者なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築大工科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７３６ 

単位時間／単位 

６２４

時間 

２２４

時間 

８６４

時間 

２４ 

時間 

０ 

時間 

１，７３６単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ５２人 ０人 ２人 ４人 ６人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 27 人 

（100％） 

9人 

（  33.3％） 

18人 

（  66.7％） 

0人 

（  0.0％） 

（主な就職、業界等） 

建設業（建築大工） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2 級建築施工管理技術検定学科試験合格 １０名 

建築大工技能士 3級 ２７名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ４９人 １人  ２．０％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築設備システム科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７２８ 

単位時間／単位 

８３２

時間 

０ 

時間 

８９６

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

１，７２８単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

２０人 １０人 １人 １人 ７人 ８人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 2人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

2人 

（  100.0％） 

0人 

（  0.0％） 

（主な就職、業界等） 

設備業（施工管理） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2 級管工事施工管理技術検定学科試験合格 2名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

該当者なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 環境測量科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７２８ 

単位時間／単位 

1,136

時間 

０ 

時間 

５９２

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

１，７２８単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

６０人 ３８人 ０人 ５人 ２人 ７人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

1人 

（  3.8％） 

24人 

（  92.4％） 

1人 

（  3.8％） 

（主な就職、業界等） 

総合建設業（土木施工管理）、建設コンサルタント（測量技術者） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

２級土木施工管理技術検定学科試験合格 ２６名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ４３人 １人  ２．３％ 

（中途退学の主な理由） 

人間関係構築上の問題 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 電気電子工学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７７０ 

単位時間／単位 

９５４

時間 

０ 

時間 

８１６

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

１，７７０単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ４０人 ０人 ２人 ８人 １０人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 27 人 

（100％） 

1人 

（ 3.7％） 

26人 

（ 96.3％） 

0人 

（ 0.0％） 

（主な就職、業界等） 

電気工事業（電気工事士）、建設業（電気技術者）、電気通信業（通信技術者） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

第一種電気工事士合格 15名 

2級電気工事施工管理技術学科試験合格 24名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ２７人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

該当者なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ものづくりデザイン科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

１，７４４ 

単位時間／単位 

７３６

時間 

０ 

時間 

1,008

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

１，７４４単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

３０人 ５人 ０人 １人 ６人 ７人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確

認する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進

級及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を

行う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外

にレポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の



  

要素とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とは

ならない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時・進級時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業及び進級を

延期とし、当該科目を取得した時期に卒業及び進級を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

2人 

（  50.0％） 

2人 

（  50.0％） 

（主な就職、業界等） 

製造業（製造、エンジニア） 

 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

検定なし 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  １０人 １人  １０．０％ 

（中途退学の主な理由） 

基礎学力不足 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築士専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

昼 

 

 

８６４ 

単位時間／単位 

３６８

時間 

０ 

時間 

４９６

時間 

０ 

時間 

０ 

時間 

８６４単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

３０人 ２８人 ０人 １人 ６人 ７人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【シラバス作成過程】 

１．学校の教育理念、アドミッションポリシー、ディプロマポリシーを理解する。 

２．各学科の教育目標、カリキュラムポリシーを理解する。 

３．該当学科についてカリキュラム内容を理解する。 

４．シラバスの作成ガイドラインを確認する。 

５．該当科目の授業内容と方法を確認する。 

６．該当科目の到達目標を確認する。 

７．評価方法と成績評価基準を確認する。 

８．準備学習を計画する。 

９．テキスト、教材、参考図書を選択する。 

１０．履修上の注意を確認する。 

 

【シラバスの作成】 

作成者：当該科目の担当教員 

作成時期：前期分は前年度末までに作成する。後期分は前期終了するまでに作成する。 

内容確認：当年度前期及び後期の授業開始前までに学科長・教務部長が確認する。 

 

【シラバスの運用】 

公表時期：担当教員は学生に対して、第一回目の授業開始時、全員に配布し、シラバス

の内容につて説明を行う。一般公表については当年度前期及び後期授業開始時にＨＰに

公開する。 

実績報告：担当教員は授業が終了した後、シラバスの内容について教務部へ実績報告を

行う。それについては、学生の成績・目標到達度を参考に次回の授業改善に役立てる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．シラバスに則り授業を実施する。 

２．授業開始時に出席を確認する。 

３．全ての授業が終了したところで、出席率を算出し９０％に達しているかを確認

する。 

  出席率が９０％未満の場合は科目保留となる。その場合、当年度の２月に進級

及び卒業判定会議を行い、科目認定試験の受験を認めるかどうかの判定を行

う。 

  出席率が９０％以上であれば、定期考査の受験資格を得る。 

４．前期・後期それぞれで定期考査を行い成績評価の要素とする。定期考査以外に

レポート、提出課題、確認テスト（小テスト）、授業態度等も成績評価の要素



  

とする。 

５．定期考査の結果が６０点未満の場合は追試験を行う。 

６．追試験の結果が６０点以上であればＣ評価（合格）となるがＢ評価以上とはな

らない。 

７．各科目の評価方法で成績評価を算出する。 

８．成績評価は１００点満点換算で次の基準で４段階評価とする。 

Ａ（100～80） Ｂ（79～70） Ｃ（69～60） Ｄ（59～0・不合格又は不

受験） 

 

卒業の認定基準 

（概要） 

教育課程修了の認定及び卒業については学則第五章で次のように定める。 

【教育課程修了及び進級の認定方針】 

次に該当する、各学年における本校所定の教育課程を修了した者には、認定を行う。 

１．学科・実技ともに９０％以上の出席が認められた者。 

２．各学年の各学期末に行う定期考査の成績が、全ての科目においてＣ評価（100 点満

点中 60点以上）であること。 

上記により、卒業時に終了すべき教育科目を取得しない者は、卒業を延期とし、当該科

目を取得した時期に卒業を認定する。 

本校所定の全教育課程を修了した者には、その認定を行い卒業証書を授与する。 

 

【教育課程修了の認定実施状況】 

上記学則に則り以下の取組を実施している 

１．各学期が終了した時点で出席率を算出する。 

２．各学期末にて定期考査を実施する。 

３．各科目毎に評価方法・成績評価基準により成績評価する。 

４．その結果から、全教育課程修了の認定を受けた者に対し、卒業式にて卒用証書を授

与する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・クラス担任制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会の実施 

・随時個別相談及び指導の実施 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 32 人 

（100％） 

1人 

（  3.1％） 

31人 

（  96.9％） 

0人 

（  0.0％） 

（主な就職、業界等） 

建設業（建築施工管理）、建設業（ハウスメーカー：施工管理、設計、営業） 

建築設計業（建築設計） 

 

（就職指導内容） 

・クラス担任制の採用 

・一般科目での就職実務で就職への意識付け、履歴書・礼状・作文等の指導、面接練習等



  

を実施。 

・就職行事として就職セミナー、模擬面接会、校内企業説明会の実施。 

・進路相談室の就職活動支援。 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で就職活動状況報告の実施。 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2級建築士合格 24名 

インテリアコーディネーター合格 1名 

福祉住環境コーディネーター２級 8名 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ３２人 ０人  ０％ 

（中途退学の主な理由） 

該当者なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・担任制及びスクールカウンセリング体制の採用 

・定期的（１回／月）なクラス状況報告会で退学抑止対象者への指導状況報告の実施 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

建築士学科 100,000円 600,000円 686,402円  

建築 

デザイン科 
100,000円 600,000円 687,802円  

インテリア 

デザイン科 
100,000円 600,000円 740,240円 

 

建築大工科 100,000円 600,000円 713,322円 
 

建築設備 

システム科 
100,000円 600,000円 696,770円 

 

環境測量科 100,000円 650,000円 649,549円 
 

電気電子 

工学科 
100,000円 600,000円 716,935円 

 

ものづくり 

デザイン科 
0円 600,000円 665,466円 募集停止のため１学年の在籍は

なし。標記納付金は２年生分。 

建築士 

専攻科 
50,000円 600,000円 429,618円 

 

修学支援（任意記載事項） 

ＮＳＧカレッジリーグ無利子奨学制度、ＮＳＧカレッジリーグ母子家庭・父子家庭奨学制

度、経済的に就学困難な学生のための授業料減額制度、入試時の特待生制度 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/h30_jikohyouka.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校が、実践的な職業教育等を目的とした自ら教育活動その他の学校運営について、目

指す目標を設定し、その達成状況や達成に向けた取り組みの適切さ等について評価する

ことにより、学校として組織的、継続的、断続的な説明により、適切に説明責任を果た

すと共に、学校関係者から理解と参画を得て、学校・家庭・地域の連携協力による学校

づくりが進められる。そして、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備

等の改善措置を講じることにより、一定水準の実践的な職業教育の質を保証し、向上が

図れる。以上を基本理念とし、次の項目を基本方針とする。 

１．学校は、学校関係者として、関連企業、高等学校から委員を 6 名選任し学校関係者

評価委員会を組織する。 

２．学校長は年二回以上学校関係者評価委員会を招集し、学校関係者評価委員会を開催

する。 

 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/h30_jikohyouka.pdf


  

３．学校が行う自己評価、授業アンケート、学校向上アンケートをもとに、学校関係者

評価を行う。 

４．評価項目は以下のとおりとする。 

（１）教育理念・目標 

（２）学校運営 

（３）教育活動 

（４）学修成果 

（５）学生支援 

（６）教育環境 

（７）学生の受入れ募集 

（８）財務 

（９）法令等の遵守 

（１０）社会貢献・地域貢献 

４．学校関係者評価員会は学校が行った自己評価結果に対して次の基本評価項目とする。 

 Ａ 自己評価の結果の内容が適切かどうか。 

 Ｂ 自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか。 

 Ｃ 学校の重点目標や自己評価項目等が適切かどうか。 

 Ｄ 学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか。 

５．学校関係者評価委員会は評価結果報告をまとめ、学校に報告する。 

６．学校は学校関係者評価委員会の報告を受け学校運営の改善に努める。 

 

 

 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社 クレイズプラン 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

企業等委員 

株式会社 イートラスト 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

企業等委員 

金井度量衡 株式会社 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

企業等委員 

株式会社 めだかの学校 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

企業等委員 

菱機工業 株式会社 新潟支店 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

企業等委員 

学校法人大彦学園 開志学園高等学校 平成 30年 4月 1日～令

和 2年 3月 31日 

高等学校 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/h29_gakkoukankei_3.pdf 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

 

https://www.nit-web.net/common3/pdf/h29_gakkoukankei_3.pdf


  

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.nit-web.net/ 

 

https://www.nit-web.net/

